










母子感染している病原微生物が妊娠・分娩・授乳を通じて胎児・新生児・乳児に感染し、

流早期産・奇形児・先天感染児・中枢神経障害児、さらには成人してからの、疾患を招来

することがある。本班は、多くの微生物について母子感染の実態を明らかにしつつ、その

児への影響を検討し、更にその予防法を確立することを目的としている。

既に、B 型肝炎ウイルスについては厚生省「B 型肝炎母子感染防止事業」として行なわれ

ているが、その予防効果の実績や今後の残された問題点について検討することを目的とし

て、本年度は以下の課題について検討を行なうことにした。


